
　

昭
和
34
年
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ

て
伊
勢
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
大

根
が
ほ
ぼ
全
滅
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
東
京
で
は
た
く
あ
ん
が
品
薄
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
の
業
者
は

こ
の
窮
地
を
何
と
か
し
よ
う
と
、
渥

美
た
く
あ
ん
の
業
者
に
商
品
化
ま
で

を
依
頼
。
次
第
に
生
産
量
が
増
加
し
、

昭
和
40
年
～
63
年
ご
ろ
の
全
盛
期
に

は
、
漬
物
用
の
樽
で
70
万
樽
（
一
樽

70
㎏
）
が
作
ら
れ
、
日
本
一
の
生
産

量
を
誇
って
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
高
木
か
ら
伊
川
津
の
海
岸

線
に
は
、
は
ざ
掛
け
し
た
大
根
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。
２
㎞
近
く
続
く
そ
の

光
景
は
、
渥
美
た
く
あ
ん
の
隆
盛
の

象
徴
で
し
た
。

はざ掛け（昭和３０年代後半）

はざ掛けは今も昔も同じ。渥美半
島の強風と冷気で大根の水気を
飛ばす。

漬物用の樽

平成５年ごろまで使われていた木でできた漬物用の樽。
今では工場の奥にひっそりと眠っている。

大根のせり市（昭和３０年代後半）

昭和３４年から大根のせり市が始まった。
大根に次 と々値が付き売りさばかれていった。
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